
防
災
拠
点
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
試
案

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
対
策
推
進

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
活
用
へ

国

土

交
通
省
地
域
づ
く
り
で
推
進
セ
ミ
ナ
ー

普
及
促
進
へ
団
体
説
明
会

国
交
省
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

国
土
交
通
省
は
十
一
月
二
十
日
、
東
京
・
港
区
の
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｄ
会
議
室
虎
ノ
門
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
で
第
二

回
「
防
災
拠
点
等
と
な
る
建
築
物
に
係
る
機
能
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
久
保
哲
夫
東
京

大
学
名
誉
教
授
）
を
開
き
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
試
案
を
ま
と
め
た
。
耐
震
設
計
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶
対
策
か

ら
な
る
設
備
計
画
と
し
て
給
排
水
・
衛
生
・
空
調
機
能
を
確
保
す
る
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
来
年
二
月
頃
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
三
月
を
め
ど
に
正
式
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
。

昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
倒

壊
に
至
ら
な
い
ま
で
も
機
能

の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
建

築
被
害
が
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
の
た
め
同
省
は
新
た
に
検

討
委
を
設
け
て
震
災
時
の
防

災
拠
点
と
な
る
庁
舎
、
避
難

所
、
病
院
な
ど
の
機
能
継
続

に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
委

員
と
し
て
一
般
社
団
法
人
建

築
設
備
技
術
者
協
会
の
一
方

井
孝
治
氏
、
国
立
研
究
開
発

法
人
建
築
研
究
所
の
山
海
敏

弘
氏
ら
が
参
加
し
て
い
る
。

試
案
は
①
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
目
的
②
活
用
が
想
定
さ
れ

る
建
築
物
③
機
能
継
続
に
関

す
る
目
標
④
立
地
計
画
⑤
建

築
計
画
⑥
構
造
計
画
（
構
造

躯
体
と
非
構
造
部
材
の
耐
震

設
計
）
⑦
設
備
計
画
（
耐
震

設
計
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
途
絶

対
策
）
⑧
平
時
か
ら
の
準
備

―
―
な
ど
で
構
成
。
こ
の
う

ち
設
備
計
画
で
は
配
管
・
設

備
機
器
の
耐
震
設
計
・
浸
水

対
策
を
促
す
と
と
も
に
、
上

下
水
道
途
絶
時
で
も
必
要
な

給
排
水
・
衛
生
機
能
を
確
保

す
る
方
法
と
し
て
①
防
災
用

井
戸
な
ど
水
源
の
多
様
化
②

空
調
用
蓄
熱
槽
（
水
槽
）
の

非
常
時
雑
用
水
源
と
し
て
の

活
用
③
機
能
維
持
に
有
効
な

負
荷
低
減
（
節
水
化
）
④
給

排
水
設
備
に
お
け
る
建
築
物

導
入
部
の
並
列
化
⑤
備
蓄
品

・
代
替
品
の
活
用
（
給
水
車

の
接
続
、
携
帯
ト
イ
レ
の
備

蓄
）
⑥
排
水
機
能
の
維
持

（
排
水
の
一
部
貯
留
、
再
利

用
、
浄
化
槽
の
活
用
）
―
―

な
ど
を
提
示
し
た
。
空
調
機

能
に
つ
い
て
は
電
力
を
使
わ

な
い
通
風
・
換
気
、
パ
ッ
シ

ブ
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
、
可
搬

式
ヒ
ー
タ
ー
の
活
用
な
ど
を

求
め
た
。

同
省
は
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
共
同
住
宅
や
オ
フ
ィ

ズ
の
居
住
・
機
能
確
保
に
も

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
十
一
月
十

七
日
、
東
京
・
参
宮
橋
の
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
青
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
で
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ

ラ
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

へ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
繰
り
広
げ
た
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は

自
然
が
備
え
る
防
災
機
能
や

水
質
浄
化
な
ど
の
力
を
積
極

的
に
利
用
し
、
施
設
整
備
や

土
地
利
用
を
進
め
る
手
法
。

た
と
え
ば
雨
水
利
用
や
屋
上

緑
化
、
河
川
の
多
目
的
利
用

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
国
土
形

成
計
画
や
第
四
次
社
会
資
本

整
備
重
点
計
画
で
は
持
続
可

能
な
国
土
・
地
域
づ
く
り
へ

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
推
進

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

当
日
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
関

連
企
業
・
団
体
な
ど
約
二
百

名
が
参
加
。
首
藤
祐
司
同
省

審
議
官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
当
初
の
予
定
の
倍
の

ご
参
加
に
感
激
し
て
い
る
。

脱
炭
素
化
へ
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
の
取
り
組
み
が
鍵
に
な

る
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
佐
竹
健
次
同
省
環

境
政
策
課
長
が
開
催
趣
旨
を

説
明
し
、
中
村
太
士
北
海
道

大
学
大
学
院
教
授
が
基
調
講

演
。
曽
根
真
理
東
洋
大
学
教

授
が
事
例
紹
介
を
行
い
、
活

発
に
意
見
交
換
し
た
。

国
土
交
通
省
は
十
一
月
十

五
日
、
東
京
・
港
区
の
三
田

共
用
会
議
所
で
「
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普

及
・
利
用
促
進
に
向
け
た
建

設
業
関
係
団
体
説
明
会
」
を

開
催
し
た
。
シ
ス
テ
ム
開
発

を
進
め
つ
つ
メ
リ
ッ
ト
の
周

知
・
普
及
に
努
め
、
来
年
十

月
の
運
用
開
始
を
め
ざ
す
。

建
設
技
能
者
を
確
保
す
る

に
は
適
正
な
評
価
と
処
遇
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
技
能
者
の
就
業

履
歴
や
保
有
資
格
を
業
界
統

一
の
ル
ー
ル
で
蓄
積
す
る
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
へ
官
民
一
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

当
日
は
関
係
八
十
二
団
体

が
参
加
。
鈴
木
英
二
郎
同
省

審
議
官
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
本
シ
ス
テ
ム
を
す
べ
て
の

建
設
現
場
で
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
シ
ス
テ
ム
の
特
長

や
利
用
手
順
・
料
金
な
ど
を

説
明
。
来
年
一
月
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
請
情
報
公
開
・

申
請
書
配
布
に
伴
い
個
々
の

団
体
・
事
業
者
・
技
能
者
へ

の
説
明
会
な
ど
も
行
う
。

国交省検討委で活発な議論

鈴木審議官約２００名が集い意見交換

首藤審議官
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